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1.  平成22年3月期第2四半期の連結業績（平成21年4月1日～平成21年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期第2四半期 72,189 △6.0 3,010 ― 3,527 ― 961 ―

21年3月期第2四半期 76,812 ― △147 ― △1,795 ― △2,397 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年3月期第2四半期 13.52 13.51
21年3月期第2四半期 △33.50 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期第2四半期 161,576 16,930 7.4 168.69
21年3月期 168,554 16,732 6.7 157.87

（参考） 自己資本   22年3月期第2四半期  11,937百万円 21年3月期  11,239百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  

（注）平成22年3月期第2四半期の配当原資には、資本剰余金が含まれています。詳細は、3ページ「資本剰余金を配当原資とする配当金の内訳」をご覧く
ださい。 

1株当たり配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 ― 4.00 ― 4.00 8.00
22年3月期 ― 4.00

22年3月期 
（予想）

― 4.00 8.00

3.  平成22年3月期の連結業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  有  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 160,600 △3.1 10,140 22.5 9,750 ― 3,380 ― 47.76
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4.  その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
（注）詳細は、5ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

（注）詳細は、5ページの【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 本資料に記載されている業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであります。実際の業績は、今後様々な要因
によって予想数値と異なる可能性があります。 

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期第2四半期 75,750,394株 21年3月期  75,750,394株

② 期末自己株式数 22年3月期第2四半期  4,983,767株 21年3月期  4,556,225株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年3月期第2四半期 71,120,857株 21年3月期第2四半期 71,572,743株
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資本剰余金を配当原資とする配当金の内訳 

 
22 年 3 月期の配当のうち、資本剰余金を配当原資とする配当金の内訳は以下のとおりです。 

基 準 日 第 2 四 半 期 末 期 末 年 間 
 円 銭  円 銭  円 銭 

1 株当たり配当金  4.00  －  4.00 
 百万円  百万円  百万円 

配 当 金 総 額  283  －  283 

(注)純資産減少割合 0.016 
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【定性的情報・財務諸表等】 

１． 連結経営成績に関する定性的情報 

当第 2 四半期連結累計期間（平成 21 年 4 月 1 日～平成 21 年 9 月 30 日）におけるわが国経済は、

輸出の回復や経済対策に伴う個人消費の増加等により 4～6 月期の実質ＧＤＰ（国内総生産）成長率

が 5 四半期ぶりのプラスに転じる等、一部に持ち直しの動きがみられたものの、企業収益や設備投資

の減少が続き、7月の失業率が過去最悪を記録する等、引き続き厳しい状況で推移いたしました。 

このような状況下、当社グループは、各事業において積極的な営業活動を推進し、当第 2 四半期連

結会計期間末における各事業の需要家件数及び顧客件数について、液化石油ガスが 631 千件（前年同

期比 2 千件減）と若干前年同期を下回ったことを除き、アクア（飲料水の宅配）53 千件（同 21 千件

増）、ＡＤＳＬ及びＦＴＴＨインターネット 575 千件（同 60 千件増）、ＣＡＴＶ放送 339 千件（同

10 千件増）、同通信（ＣＡＴＶ－ＦＴＴＨ含む）109 千件（同 17 千件増）、モバイル 130 千件（同

31 千件増）と、いずれも前年同期から伸長し、収益基盤を順調に拡充することができました。 

当第 2 四半期連結累計期間の経営成績は、顧客件数の増加等に伴い情報通信事業が増収となったも

のの、仕入価格に連動した販売価格の値下げ等によりＬＰガス事業が減収となり、売上高が 72,189

百万円（同 6.0％減）となりました。 

一方、利益面においては、情報通信事業の増益やＬＰガス仕入コストの減少等によるＬＰガス事業

の増益により、営業利益が 3,010 百万円（前年同期は 147 百万円の営業損失）と改善し、また、営業

外損益における先物運用益（ＬＰガス仕入コストを安定化するためのコモディティスワップ取引に係

る利益を含む）1,198 百万円（前年同期は 861 百万円のデリバティブ評価損）等により、経常利益が

3,527 百万円（前年同期は 1,795 百万円の経常損失）、四半期純利益が 961 百万円（前年同期は

2,397 百万円の純損失）となり、各利益項目が前年同期に比べいずれも大幅に改善しました。 

事業の種類別セグメントの売上高は、ガス及び石油 40,157 百万円（同 14.0％減）、建築及び不動

産 5,534 百万円（同 2.9％増）、情報及び通信サービス 23,908 百万円（同 10.1％増）、その他 2,588

百万円（同 13.9％減）となりました。 

 

２． 連結財政状態に関する定性的情報 

当第 2 四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ 6,978 百万円減少し 161,576 百

万円となりました。この主な要因は、受取手形及び売掛金の減少 4,536 百万円等により流動資産が

6,826 百万円減少したことによるものです。 

また、純資産は、前連結会計年度末に比べ 198 百万円増加し 16,930 百万円となりました。この主

な要因は、配当金の支払い 284 百万円がありましたが、四半期純利益を 961 百万円計上したこと等に

よるものです。 

この結果、自己資本比率は、前連結会計年度末の 6.7％から 7.4％となりました。 

 

３． 連結業績予想に関する定性的情報 
最近の業績動向を踏まえ、平成 21 年 5 月 8 日に公表いたしました平成 22 年 3 月期通期業績予想を

変更しております。詳細につきましては、平成 21 年 10 月 30 日付「業績予想の修正に関するお知ら

せ」をご参照ください。 

なお、業績予想は、現時点において入手可能な情報に基づき判断したものであり、実際の業績は、

今後様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 

 

４．その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 

該当事項はありません。 
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(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

① 簡便な会計処理 

減価償却の方法として定率法を採用している固定資産の減価償却費については、当連結会計年

度に係る減価償却費の額を期間按分する方法により算定しております。 

② 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 

該当事項はありません。 

 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

① 会計基準等の改正に伴う変更 

請負工事に係る収益の計上基準については、従来、工事完成基準を適用しておりましたが、

「工事契約に関する会計基準」（企業会計基準第 15 号 平成 19 年 12 月 27 日）及び「工事契約

に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第 18 号 平成 19 年 12 月 27 日）を第１

四半期連結会計期間より適用し、第 1 四半期連結会計期間に着手した工事契約から、当第 2 四半

期連結会計期間末までの進捗部分について成果の確実性が認められる工事については工事進行基

準（工事の進捗率の見積もりは原価比例法）を、その他の工事については工事完成基準を適用し

ております。 

この結果、従来の方法によった場合に比べて、当第 2 四半期連結累計期間の売上高が 471 百万

円増加し、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益がそれぞれ 89 百万円増加してお

ります。 

② ①以外の変更 

該当事項はありません。 
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５．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 5,892 7,405

受取手形及び売掛金 16,116 20,653

有価証券 1,126 1,011

商品及び製品 6,318 6,715

仕掛品 2,456 2,002

原材料及び貯蔵品 631 623

その他 13,718 14,704

貸倒引当金 △371 △401

流動資産合計 45,888 52,715

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 35,343 35,603

機械装置及び運搬具（純額） 25,395 26,359

土地 18,169 18,165

その他（純額） 9,872 8,227

有形固定資産合計 88,780 88,356

無形固定資産   

のれん 8,159 7,490

その他 1,415 1,305

無形固定資産合計 9,574 8,795

投資その他の資産   

その他 18,015 19,469

貸倒引当金 △771 △815

投資その他の資産合計 17,244 18,653

固定資産合計 115,600 115,805

繰延資産 87 33

資産合計 161,576 168,554
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（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 9,348 11,743

短期借入金 58,656 59,522

1年内償還予定の社債 6,424 7,070

未払法人税等 1,165 1,988

引当金 1,352 1,127

その他 13,233 16,856

流動負債合計 90,180 98,308

固定負債   

社債 4,270 4,504

長期借入金 41,539 41,512

引当金 2,086 2,037

その他 6,568 5,459

固定負債合計 54,465 53,513

負債合計 144,645 151,822

純資産の部   

株主資本   

資本金 14,004 14,004

資本剰余金 5,069 8,511

利益剰余金 △4,358 △8,477

自己株式 △2,630 △2,434

株主資本合計 12,084 11,604

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △146 △364

評価・換算差額等合計 △146 △364

新株予約権 28 －

少数株主持分 4,964 5,492

純資産合計 16,930 16,732

負債純資産合計 161,576 168,554
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（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

売上高 76,812 72,189

売上原価 51,865 43,080

売上総利益 24,947 29,108

販売費及び一般管理費 25,094 26,097

営業利益又は営業損失（△） △147 3,010

営業外収益   

受取利息 90 61

受取配当金 101 70

有価証券売却益 181 －

先物運用益 － 1,198

その他 478 492

営業外収益合計 851 1,822

営業外費用   

支払利息 1,131 1,056

有価証券売却損 － 142

デリバティブ評価損 861 －

その他 507 106

営業外費用合計 2,499 1,305

経常利益又は経常損失（△） △1,795 3,527

特別利益   

固定資産売却益 13 9

ガス熱量変更引当金取崩し 333 －

伝送路設備補助金 － 19

その他 24 －

特別利益合計 371 28

特別損失   

固定資産除却損 431 510

減損損失 380 19

投資有価証券評価損 266 45

たな卸資産評価損 92 －

その他 － 40

特別損失合計 1,171 616

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△2,594 2,939

法人税、住民税及び事業税 855 1,027

法人税等調整額 △1,381 531

法人税等合計 △526 1,559

少数株主利益 328 418

四半期純利益又は四半期純損失（△） △2,397 961
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

△2,594 2,939

減価償却費 4,520 5,026

のれん償却額 1,018 1,126

減損損失 380 19

受取利息及び受取配当金 △191 △131

先物運用損益（△は益） － △1,198

デリバティブ評価損益（△は益） 861 －

支払利息 1,131 1,056

固定資産売却損益（△は益） △13 △4

投資有価証券評価損益（△は益） 266 45

固定資産除却損 431 510

売上債権の増減額（△は増加） 5,224 5,108

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,137 △416

仕入債務の増減額（△は減少） △1,316 △2,423

未払消費税等の増減額（△は減少） △43 △365

その他 △856 667

小計 7,680 11,960

法人税等の支払額 △825 △1,871

営業活動によるキャッシュ・フロー 6,854 10,089

投資活動によるキャッシュ・フロー   

利息及び配当金の受取額 252 191

先物金融商品等の売買による収入及び支出（△は
支出）

－ △2,246

その他の収入 1,624 －

有価証券の取得による支出 △887 △159

有価証券の売却による収入 1,876 0

有形及び無形固定資産の取得による支出 △9,653 △6,419

有形及び無形固定資産の売却による収入 159 122

工事負担金等受入による収入 98 43

貸付けによる支出 △209 △61

貸付金の回収による収入 596 717

差入保証金の差入による支出 △1,061 △660

差入保証金の回収による収入 － 2,403

その他 △308 △192

投資活動によるキャッシュ・フロー △7,512 △6,261
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

利息の支払額 △1,066 △1,055

短期借入金の純増減額（△は減少） 5,269 △2,262

リース債務の返済による支出 △317 △515

長期借入れによる収入 9,012 13,268

長期借入金の返済による支出 △11,930 △11,842

社債の発行による収入 － 4,934

社債の償還による支出 △340 △5,880

少数株主からの株式買取による支出 － △1,339

自己株式の増減額（△は増加） △262 △196

配当金の支払額 △286 △284

少数株主への配当金の支払額 △203 △189

その他 △64 5

財務活動によるキャッシュ・フロー △190 △5,359

現金及び現金同等物に係る換算差額 △40 －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △888 △1,532

現金及び現金同等物の期首残高 7,467 6,998

現金及び現金同等物の四半期末残高 6,579 5,466
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（４）継続企業の前提に関する注記 

 該当事項はありません。 

（５）セグメント情報 

〔事業の種類別セグメント情報〕 

 前第２四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年９月30日） 

     当第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

（注）１．事業区分の方法及び各区分に属する主要な事業の内容 

(1）事業区分は当社グループの事業部単位により区分しております。 

(2) 各事業の主要な内容 

 

 

ガス及び石
油 

(百万円) 

 

建築及び不
動産 

(百万円) 

 

情報及び通
信サービス

(百万円) 

 
その他 

(百万円) 
 

計 

(百万円) 
 

消去又は全
社 

(百万円) 

 
連結 

(百万円) 

売上高                          

(1）外部顧客に対す
る売上高 

46,718   5,376   21,709   3,007   76,812   －   76,812 

(2）セグメント間の
内部売上高又は
振替高 

91   460   1,145   16   1,713   (1,713)  － 

計 46,810   5,837   22,855   3,023   78,526   (1,713)  76,812 

営業利益 56   －   1,397   －   869   (1,017)  － 

営業損失 －   117   －   467   －   －   147 

                           

 

 

ガス及び石
油 

(百万円) 

 

建築及び不
動産 

(百万円) 

 

情報及び通
信サービス

(百万円) 

 
その他 

(百万円) 
 

計 

(百万円) 
 

消去又は全
社 

(百万円) 

 
連結 

(百万円) 

売上高                          

(1）外部顧客に対す
る売上高 

40,157   5,534   23,908   2,588   72,189   －   72,189 

(2）セグメント間の
内部売上高又は
振替高 

76   332   1,188   19   1,616   (1,616)  － 

計 40,234   5,866   25,097   2,608   73,806   (1,616)  72,189 

営業利益 2,170   －   2,391   －   4,079   (1,068)  3,010 

営業損失 －   154   －   327   －   －   － 

                           

事業区分 主要な内容 

ガス及び石油 
液化石油ガス、液化天然ガス、その他高圧ガス及び石油製品並びに飲料水
の販売、都市ガスの供給、関連商品の販売、関連設備・装置の建設工事、
セキュリティ等 

建築及び不動産 住宅等の建築、不動産の開発・販売及び賃貸、住宅設備機器等の建築用資
材・機器の販売、建物等の付帯設備・装置の建設工事等 

情報及び通信サービス コンピュータ用ソフト開発、情報処理、ＣＡＴＶ、インターネット接続、
通信機器販売及び代理店業務等 

その他 婚礼・催事、船舶修繕、バルブの製造・加工及び販売、保険及び旅行代理
業務、クレジットカード、電子商取引等 
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２．会計方針の変更 

 会計処理基準に関する事項の変更 

 請負工事に係る収益の計上基準については、従来、工事完成基準を適用しておりましたが、「工事契

約に関する会計基準」（企業会計基準第15号 平成19年12月27日）及び「工事契約に関する会計基準の

適用指針」（企業会計基準適用指針第18号 平成19年12月27日）を第１四半期連結会計期間より適用

し、第１四半期連結会計期間に着手した工事契約から、当第２四半期連結会計期間末までの進捗部分に

ついて成果の確実性が認められる工事については工事進行基準（工事の進捗率の見積りは原価比例法）

を、その他の工事については工事完成基準を適用しております。 

 この結果、従来の方法によった場合に比べて、当第２四半期連結累計期間の売上高が471百万円増加

しており、そのセグメント別内訳は「ガス及び石油」で105百万円の増加、「建築及び不動産」で316百

万円の増加、「情報及び通信サービス」で48百万円の増加であります。これにより営業利益が89百万円

増加しており、そのセグメント別の内訳は「ガス及び石油」で13百万円の営業利益増加、「建築及び不

動産」で62百万円の営業損失減少、「情報及び通信サービス」で13百万円の営業利益増加であります。

〔所在地別セグメント情報〕 

前第２四半期連結累計期間及び当第２四半期連結累計期間において、本邦以外の国又は地域に所在する連結

子会社及び支店がないため、該当事項はありません。 

〔海外売上高〕 

前第２四半期連結累計期間及び当第２四半期連結累計期間において、海外売上高は、連結売上高の10％未満

であるため、記載を省略しております。  

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

 当社は、平成21年６月26日開催の定時株主総会における剰余金処分決議に基づき、資本剰余金から利益剰余金

へ3,157百万円振替え、欠損の填補を行っております。この結果、当第２四半期連結累計期間において、資本剰

余金が3,157百万円減少し、利益剰余金が同額増加しております。 
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